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繹器認緑癖器鼓緑翁器澤緑癖（ No. 57 ーヽノ

防火避難訓練 全国火災予防運動期間中の12月1日（防火デー）に肱川町消

防団では、火器等の立入検査、防火訓練等を実施して、火災の

予防を呼びかけました。

〔写真：第 3分団と大谷小・幼稚園の合同訓練〕
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世帯数 1,049塁(+3)
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ふれあい まつり

▲ ‘‘ブロッコリーときゅうりを下さい”

農業後継者の八百屋さん、作るだけで

なくこれからは売ることも大事

// 

肱
川
三
大
ま
つ
り
の
一
っ
第
三
回
肱
川
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
が
、
十
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の

両
日
、
•
鹿
野
川
河
原
を
主
会
場
に
産
業
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
に
わ
た
る
二
十
五
の
催
し
物
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
二
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
が
多

く
の
町
民
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

商
工
会
が
主
催
す
る
露
天
市
は
、
三
十
二
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
、
自
動
車
、
テ
レ
ビ
、
農
機
具
、

衣
料
、
食
料
品
等
が
並
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
若
い
お

母
さ
ん
達
に
よ
る
手
作
り
の
小
物
、
子
供
服
の
販

売
も
あ
り
好
評
で
し
た
。

林
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
林
研
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
優

良
杉
苗
の
見
本
展
示
と
苗
木
の
予
約
販
売
等
が
あ

り
、
林
業
経
営
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
付
け
る
な

ど
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
し
い
た
け
共
進
会
は
、
天
候
の
関
係
で

▲ 

..... 

品
薄
と
な
り
延
期
さ
れ
た
が
、
生
し
い
た
け
等
の

品
評
会
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
コ
ー
ナ
ー
は
農
林
会
館
に
お
い
て
、
農
産

物
品
評
会
、
我
が
家
の
特
産
品
展
等
農
家
か
ら
自

慢
の
品
々
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
周
囲
に
は
く
り
、
き
ゅ
う
り
等
の
図
表

が
展
示
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る
う
え

で
参
考
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ク
ロ
ッ
ケ

ー
大
会
、
子
供
相
撲
大

会
等
参
加
す
る
行
事
も
あ
り
、
多
く
の
方
と
ふ
れ

あ
い
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
、

「町
民
が
主
役
」
が
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
／
＼
脇
役
の
域
か
ら

出
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来
年
は
是
非
、
売
る
側
、
や
る
側
に
立
っ
て
主

役
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 ▲ 

メイン会場となった鹿野川河原

二日間で五俵．／もちまきは今年も好評

さあー何を買おうかな 露天市は大賑わい
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臼鵬

▲ 「このうまそうなまんじゅうなんほ ？」

生活改善グループこ苦労さん

（もうけたかな？）

朧野Ill胃顧1こ

今年も盛況 ‘'肱川

“ 「肱）1|町の人口は……...」 今年新たなクイズ選手権

▲ 
．． 

大谷の六つ鹿踊りが自主出演

‘‘まつりは参加するもの”来年も歓迎．／

►

「
日
本
一
の
水
晶
ち
り
め
ん
」
を

持
っ
て
瀬
戸
町
か
ら
参
加

売
れ
行
き
好
調
で
し
た

▲ 品薄とはいえ良質のしいたけが並びました

.. 「良い物を作ると高く売れるんだね」

大野町長も林研グループの資料で勉強
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子供相撲 大会成績表
小学生の部

区分岸年順位 選 手 名 参加数

団 4 1 中司4野年6E年清チ水松ー成本ム仁昌悟5年中野誠
21チーム

年

体 生 2 中.太4野年6K年和チ気木ー村ム努裕樹5年冨永航

以
(6 3名）

戦 上
3 正行4山年6C年松チ本宮ー田ム淳知和5年藤原孝

3 1 前田俊樹（中野）

個 年
2 白尾 善洋 (II)

3 清水満海（大谷）
2 4名

生 3 兵頭浩次 (II)

4 1 和気 努（中野）

年 2 山田天洋（正山）
2 6名

3 山崎陽平（予子林）

人
生 3 松本 淳（正山）

5 1 沖田和宏（大谷）

年 2 藤原孝行（正山）
2 5名

3 冨永 篤（大谷）

生 3 山根 勝（岩谷）

6 1 和 気 淳（中野）

年 2 堀尾明希（大谷）
1 8名戦 3 二葉貴義 （ 中 野）

生 3 松本昌悟（ II) 

中学生の部

区分学年順位 選 手 名 参 加数

団 全 1 肱大1）1じ介A浅3チ年野ー誠森ム二本竜2二年久保田 肱川
25チーム

2 肱樹1）1ば3F年山チ崎井ー上ム充卓也2年白岩冬

(7 6名）

体 乎子 河辺

3 肱彦1） l~3C年前チ田熊ー正野ム樹栄治2年 崎 野 幸

15チーム

戦 年
(39名）

~ 

1 浅野誠二（肱川）

個 2 松下清一（ II ） 
年

3 山 崎 充 (II ） 
3 8名

生 3 金田大輔(” ） 

2 1 久保田大介( II ) 

人 年 2 往見寿喜（河辺）
3 8名

3 萬岡清茂（肱川）

生 3 高見正樹 ( II)

3 1 中本章一郎( // ) 

年 2 重岡将明 （河辺）
3 9名戦 3 山本寛司 ( " ） 

生 3 二宮光正（肱川）

川
上
地
区
の
子
供
達
に
よ
る
子
供

相
撲
大
会
は
、
二
十
一
＝
日
に
小
学
生
、

二
十
四
日
に
中
学
生
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

子
供
達
は
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
い
っ

々
3
3
3◇

怠
妙
認
認
3

面
[
~
云
声
疇

登
‘
餞

猿
じ
稔

己薮熱{

悶
に
〗5

悶士“

怨

芍

ぷ
3

終
力
稔

毎
竺

怨
ぷ
災
ぬ
3

怠
蛉
認
認
3

も
令
も
令
も
令
も
令

ふれあいまつり子供相撲大会

ぱ
い
の
取
り
組
み
を
見
せ
、
お
母
さ

ん
方
も
精
い
っ
ば
い
声
を
は
り
上
げ

て
の
応
援
で
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
声
大
会

ふ
れ
あ
り
ま
つ
り
大
声
大
会
は
、

二
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
始
ま
り
、

百
二
名
の
皆
さ
ん
が
、
我
が
の
ど
の

絶
叫
度
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ウ
メ
ノ
コ
淵
に
響
き
渡
る
大
声
に
、

日
頃
居
つ
い
て
い
‘る
サ
ギ
鳥
や
川
セ

ミ
も
こ
の
日
だ
け
は
遠
慮
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

な
お
、
出
場
し
た
皆
さ
ん
の
大
声

を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
た
結
果
、
次
の

皆
さ
ん
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
単
位
ホ
ー
ン
）

0
大
人
の
部

中

居

谷

吉

田

博

和

小

倉

滝

野

寿

満

町

伊

藤

吉

廣

0
中
学
生
の
部

中

野

山

内

千

鶴

ハ九 1
0
八

-
0
六

-
0
五

大
声
ウ
メ
ノ
コ
淵
に

響
き
渡
る

0

小
学
生
以
下
の
部

小

薮

藤

井

美

和

京

造

冨

永

航

太

小

薮

滝

本

順

子

第
二
回
わ
が
家
の
特
産
品
展
は
、

今
年
も
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
、
各
家
庭
か
ら
三
十
―
―
―
点

の
味
自
慢
の
品
々
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
、
潰
物
十
―
――
点
、
保
存
食

十
五
点
、
果
実
酒
一
点
、
菓
子
類
四

点
で
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
町
長
賞
「
う
ど
の
漬
物
」

下
嵯
峨
谷
加
工
グ
ル
ー
プ

0
商
工
会
長
賞
「
梅
ジ
ャ
ム
」

今
宮
カ
ツ
ミ
（
久
保
）

0
農
業
協
同
組
合
長
賞
「
フ
キ
の

佃
煮
」
松
原
藤
子
（
久
保
）

0
森
林
組
合
長
賞
「
干
わ
ら
び
」

う
と
の
漬
物
に町

長
賞

わ
が
家
の
特
産
品
展

―
―
五

-
0
七

1
0
五

打つ手にも力が入ります

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー

大
会
は
、
今
年
も
河
辺
村
か
ら
の
参

加
も
得
て
、
六
十
五
才
以
上
の
部
十

七
チ
ー
ム
、
無
制
限
の
部
―
―
―
チ
ー
ム

が
ト
ロ
フ
ィ
ー
目
指
し
て
頑
張
り
ま

し
た
。成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

六
十
五
才
以
上
の
部

優

勝

北

平

B

二
位

三

位

植

松

B

0

制
限
な
し
の
部

優

勝

中

央

A

三

位

中

央

B

二
位

大
谷

中
央
B

二
十
チ
ー
ム
が

技
を
競
う

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

沖
浦
ハ
ツ
子
（
中
居
谷
）
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肱
川
町
恒
例
の
六
十
二
年
度
合
同

金
婚
式
が
、
十
一
月
十
八
日
町
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
八
組
の
方
が
め
で
た

く
結
婚
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
記

念
式
が
、
町
主
催
で
厳
粛
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
祝
吟
、
剣
舞
な
ど
式
に

ふ
さ
わ
し
い
催
し
が
あ
り
、
ま
た
、

記
念
撮
影
な
ど
行
っ
て
、
互
い
の
長

寿
を
喜
び
合
い
有
意
義
な
一
日
を
過

し
ま
し
た
。

〈
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
〉

0

下

敷

水

佐

久

保

邦

澄
ト
シ
コ

かVAVAVAVAVA▽AVA▽AVA▽AVAVAVAVAVAVAVA▽AVA▽AVAVAVA▽AVA▽AVAVAVA▽AVAVAVA▽AVAVAVAVAVAVAVA▽AVA▽AVAVAVA▽AV心
＞ 

［ とも「 :50~ I 
§ 

-歩んた50年［
勺

そ
AV△VAVふVAV△VAV△VAVふVAV△VAV△VAV△VAV△VAV△VAVふVAV△VAV△VAV△VAV△VAV△VAV△VAV△VAV△VAV△VAVふVAV△VAV△VAV△VAC

8組が晴れやかに金婚式

0

白

石

0

月
野
尾

0

上
嵯
峨
谷

0

上
鹿
野
川

0
中
居
谷

0

大

乎 町゚

政
章

イ
ワ
子

門

脇

浩

海

カ
ズ
子

大

野

荒

浪

ア
サ
コ

岩

本

勝

義

シ
ゲ

コ

藤

原

光

利

ケ
シ
子

山

内

壽

幸
房
子

竹

田

義

隆

ツ
ヤ

コ

福
田

8組のこ夫婦と参列者で記念撮影

肱

川

町

肱
川
に
着
い
た
と
き
、
私
た
ち
は
こ
の
町

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
て
い
る
の
と
同

じ
な
の
を
見
て
思
い
が
け
ず
喜
び
ま
し
た
。

私
た
ち
が
捜
し
て
い
だ
の
は
肱
川
の
よ
う
な

静
か
で
す
て
き
な
町
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
今
夜
泊
ま
る
と
こ

ろ
へ
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ

は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
払
う
の
と
同
じ
く
ら

い
の
金
額
だ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
そ
れ
ほ

ど
期
待
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
家
の
中
を
見
た
と
き
、
こ
ん
な
に
大
き
く

て
よ
く
設
備
の
整
っ
た
家
だ
と
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
台
所
に
は
料
理
道
貝
が
あ

り
、
お
湯
の
出
る
浴
室
、
洗
た
く
機
、
テ
レ

の

印

象

向かって右ルーシさん
左ジェニーさん

美
し
い
自
然
・
整
っ
た
施
設

親
切
な
人
々
に
感
激
／
．

ロ
ン
ド
ン
っ
子
の
み
た
肱
川
町

十
一
月
二
十
九
日
、
英
文
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
た
と
い
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
人
の
ル
ー
シ
ー
さ
ん

(20)
と
ジ

ェ

ニ
ー
さ
ん

(21)
が
、
突
然
、
肱
川

町
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

日
本
語
が
全
く
通
じ
な
い
二
人
で

し
た
が
、
肱
川
町
の
人
々
の
親
切
な

応
接
で
す
っ
か
り
肱
川
町
が
気
に
入

り
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
に
一
週
間
滞
在
。

出
発
の
日
に
、
「
名
残
り
お
し
い
」

と
次
の
よ
う
な
印
象
記
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た。

な
お
、
こ
れ
か
ら
も
外
国
人
の
訪

問
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
心

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

＇ 
L- — 

ビ
の
あ
る
居
間
、
他
に
も
四
部
屋
あ
り
ま
し

た
。家

に
も
驚
き
ま
し
た
が
、
人
閃
が
親
切
な

の
に
は
も
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
外
国
人
が
別

の
社
会
に
と
け
込
む
こ
と
は
、
と
て
も
む
ず

か
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
肱
川
の
人
閃
、

戸

特
に
E
S
S
（
役
場
英
会
話
ク
ラ
プ
）
の
人
た
＃

ち
は
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
、

く
つ
ろ
い
だ
気
ム

分
に
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日

本
語
は
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
が
、
み
ん
な
な
す

ん
と
か
し
て
私
た
ち
を
理
解
し
よ
う
と
し
、
（
J

|

シ
ー
と
ジ
ェ

ニ
ー
よ
り
）

「

‘
j
b
s
s
e
:
i
-

[
-〗
一
言

}
s
e
s

メ

丸
，r

Q

C
l
)
~
~

咆
[


.
5
 

さ

．
〗
一

一

一

言

三

om-

.
o
 

3
 

ド

i-

]
]

号

3

私
た
ち
が
困
ら
な
い
よ
う
に
と
り
図
ら
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
本
に
来
た
理

由
は
、
人
生
経
験
と
日
本
人
を
も
っ
と
よ
く

知
る
た
め
で
し
た
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

日
本
中
を
旅
し
て
学
ん
だ
よ
り
も
っ
と
多
く

の
こ
と
を
肱
川
に
滞
在
中
に
学
び
ま
し
た
。

高
い
山
や
、
澄
ん
だ
）
‘
色
と
り
ど
り
の

木
炭
や
栖
物
、
伝
統
的
な
日
本
の
わ
ら
ぶ
き

屋
根
の
家
や
農
家
が
あ
る
肱
川
の
自
然
の
美

し
さ
は
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
歩
い
て
元

気
に
な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
疲
れ
て
い
だ

の
で
、
湿
泉
に
入
る
と
、
特
に
こ
ん
な
寒
い

天
気
に
は
び
っ
た
り
で
、
私
た
ち
は
湿
ま
り

く
つ
ろ
き
ま
し
た
。

肱
川
に
帯
在
し
、
人
閃
に
会
っ
て
私
た
ち

は
た
い
へ
ん
感
激
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
み
な
さ
ん
方
か
ら
得
た
の
と

門じ
く
ら
い
多
く
の
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
方

互
私
だ
ち
か
ら
得
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
望

ru
で
い
ま
す
。

肱
川
を
去
る
の
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で

r
 



匪重 臼 (6)

本
年
産
の
栗
は
、
生
育
状
況
は
順

調
で
、
平
年
並
の
収
穫
が
見
込
ま
れ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
収

穫
期
を
迎
え
る
と
、
平
年
を
か
な
り

下
回
る
生
産
量
と
な
り
、
最
終
的
に

目
標
を
33
％
下
回
る
、

4
0
1
t
、

昨
年
対
比

7
2
.
6
％
と
な
っ
た
。

価
格
的
に
は
、
大
産
地
で
あ
る
熊

本
県
、
最
近
ム
キ
栗
対
日
輸
出
の
急

増
し
て
い
る
韓
国
に
お
け
る
台
風
被

害
で
、
高
価
格
を
期
待
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

9
月
中
旬
ま
で
は
、

好
価
格
で
推
移
し
た
も
の
の
、

9
月

下
旬
以
降
昨
年
と
同
様
に
、
価
格
の

暴
落
を
ま
ね
き
、
最
終
的
な
平
均
単

価
は

2
9
2
円
／
k
、
農
家
支
払
い

平
均
は
、

2
1
7
円
／
k

（
昨
年
対

比
1
0
5
%
）
と
な
っ
た
。

本
年
産
栗
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

早
生
に
つ
い
て
は
、
実
タ
ン
ソ
病
の

多
発
、
中
生
に
つ
い
て
は
、
生
育
の

遅
れ
、
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
全
体

を
通
じ
て
一
っ
栗
が
多
か
っ
た
。
又
、

病
虫
害
に
つ
い
て
は
、
カ
ツ
ラ
マ
ル

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
被
害
が
目
立
ち
、

一
部
地
域
で
は
、
壊
滅
的
な
被
害
と

な
っ
た
。
タ
ン
ソ
病
に
つ
い
て
は
、

早
生
、
特
に
日
向
に
多
発
を
み
た
が
、

全
体
的
に
は
、
少
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
収
穫
期
に
虫
く
い
栗
と
し
て

被
害
を
与
え
る
、
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ

メ
イ
ガ
・
キ
ク
イ
ム
シ
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
被
害
が
あ
っ
た
。

四
点
考

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

え
ら
れ
る
。

一
点
目
は
、
相
変
わ
ら
ず
肱
川
の

栗
は
、
価
格
の
低
迷
と
な
る

9
月
下

旬
以
降
に
生
産
量
が
増
大
し
、
価
格

の
よ
い

9
月
25
日
ま
で
に
は
全
体
の

10
％
の
量
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

特
に
本
年
早
生
種
の
収
量
が
低
か
っ

た
こ
と
、
中
生
が
遅
れ
た
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
て
も
、
価
格
の
良
い
早
生

種
の
比
率
が
低
す
ぎ
る
。
積
極
的
に

早
生
種
へ
の
転
換
を
行
う
必
要
が
あ

る。
二
点
目
は
、
老
木
圏
が
目
立
ち
、

収
量
・
品
質
的
に
問
題
が
出
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
縮
間
伐
、
剪
定
に
よ

る
低
樹
高
栽
培
・
改
植
・
施
肥
等
に

よ
る
肥
培
管
理
の
徹
底
に
よ
っ
て
安

定
多
収
・
大
玉
生
産
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
（
栗
同
志
会
、
農
協
、

普
及
所
の
行
う
せ
ん
定
講
習
会
に
は

是
非
御
参
加
下
さ
い
。
）

3
点
目
は
病
害
虫
の
防
除
の
徹
底

で
あ
る
。
特
に
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
に
つ
い
て
は
、
冬
期
の
マ
シ

ン
油
散
布
に
よ
っ
て
発
生
を
仰
え
る

こ
と
が
出
来
る
。
少
発
生
の
う
ち
か

ら
、
防
除
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
又
、
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
・

ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
害
虫
、

実
タ
ン
ソ
病
等
の
病
害
に
対
し
て
も
、

エ
ル
サ
ン
・
ベ
ン
レ
ー
ト
等
に
よ
る

適
期
防
除
で
か
な
り
の
効
果
を
上
げ

昭和 62年 産 栗 出 荷 実績表

支部名
目 標

実 (kg績) 昨年実(kg績) 目標対
昨年（％対） (kg) （％） 

鹿 野 川 69,428 45,748 63,895 65.9 71. 6 

小 薮 62,784 41,148 57,600 65.5 71. 4 

中 野 19,510 13,840 17,955 70.9 77.l 

大和・肱栄 65,868 42,972 60,374 65.2 71. 2 

岩 谷 50,906 35,472 46,702 69. 7 76.0 

中 津 7,835 3,195 9,201 40.8 34, 7 

r子上 和 JI I 155,130 111,422 142,321 71.8 78.3 

大 谷 81,355 52,126 74,638 64. 1 69.8 

予 子 林 87,184 55,211 79,986 63.3 69.0 

,A ロ 計 600,000 401,134 552,672 66.9 72,6 

700 

600 
単

価 500
ヘ

円

/ 400 

也
300 

200 

100 

昭和62年産くり階級別単価の推移

3L 

％ ％
 

10 15 20 25 30 % 10 15 20 26 

て
い
る
の
で
、
夏
期
の
防
除
も
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
。

四
点
目
は
、
庭
先
撰
別
の
徹
底
で

あ
る
。
本
年
度
の
栗
に
つ
い
て
も
、

農
協
選
果
場
で
虫
、
わ
れ
果
が
全
体

量
の
3
.
2
％
出
て
い
る
上
に
、
年
々

市
場
か
ら
は
「
虫
く
い
が
多
い
」
と

い
う
意
見
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
選

果
場
で
の
撰
別
に
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
農
家
個
々
の
庭
先
選
別
が
大
切

で
あ
る
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
「
肱
川
栗
」

の
名
を
落
さ
な
い
よ
う
、
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

六
十
二
年
度
も
あ
と
四
ヶ
月
に
満

た
さ
な
く
な
り
、
事
業
の
一
環
と
し

て
重
要
視
し
て
お
り
ま
す
農
協
共
済

も
、
あ
と
一
歩
と
い
う
所
ま
で
挙
績

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

0

0

 

8

6

 

数
量
(
t
)

40 

20 

階級別出荷数量と単価 （全期間）

3 L 2 L L M s 割・虫栗

数 量 (t) 106 150 86 28 5 17 

割 合（％） 27.0 38.3 22.0 7.2 1. 3 3.2 

平均単価（円／K) 396 311 236 163 95 

L を 10 0 と
168 132 100 69 40 

した時の単価

昭和62年産くり出荷量と単価の推移

ロー←ー一一市
数量場 互

雷旦
旦•、‘、、‘、t

、_L-..̀l..J夕＿L- 」—.. 

L

M

S

 

％ ％
 

10 15 20 25 30 哭

単
価
（円
／
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生
き
て
行
く
必
要
な
生
命
に
対
し
で
神
戸
港
に
上
陸
、
加
古
川
で
朝
食

て
必
要
な
保
障
額
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
を
す
ま
せ
て
、
一
路
日
本
海
へ
と
天

二
十
七
億
五
千
万
必
達
ま
で
役
職
員
橋
立
の
股
の
ぞ
き
、
さ
か
さ
に
見
る

一
同
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
の
で
ち
ょ
っ
と
錯
覚
を
お
こ
し
ま
す
。

合
員
皆
様
方
の
限
り
な
い
御
協
力
を
そ
れ
か
ら
玄
武
洞
の
六
角
形
の
柱

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
状
岩
、
珍
し
い
物
も
見
て
し
ま
え
ば

ま

す

。

終

り

で

す

。

ハ

イ

サ

ッ

サ

で

、

城

崎

温

所
で
、
今
年
度
も
加
入
者
研
修
旅
泉
へ
と
ま
い
り
ま
す
。
私
は
二
度
目

行
が
一
泊
一
船
中
泊
三
日
の
日
程
で
で
し
た
。

十
一
月
十
八
日
よ
り
、
参
加
人
員
五
旅
の
思
い
出
を
残
し
て
お
く
の
も

十
九
名
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
松
山
よ
い
も
の
で
す
。
拾
四
年
前
だ
っ
た

観
光
港
よ
り
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
か
と
思
い
ま
す
が
、
当
地
の
女
が
、

「
ど
こ
か
ら
き
ん
さ
っ

た
の
？
」
と
聞
か
れ

た
の
で
、

「松
山
で

す
よ
」
、
と
言
っ
た

所
が
、
「
そ
れ
じ
ゃ

野
球
拳
を
や
り
ま
し
ょ

う
。
で
も
負
け
た
ら

光
裸
に
な
る
ん
だ
よ
。
」

売
ら
れ
た
あ
そ
び
が

観

私
も
酒
の
い
き
お
い

橋（
で
お
調
子
山
、
舞
台

一
丁
に
上
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン

旅
ポ
ン
、
勝
っ
た
り
負

入
け
た
り
四
苦
八
苦
？
。

者

は
て
困
っ
た
り
パ

ン

共
ッ
一
枚
。
ふ
と
気
が

つ
い
た
ら
腕
時
計
が

そ
の
場
を
し
の
い
で

く
れ
た
。
彼
女
は
脱

ぐ
も
の
も
な
く
な
り
、

し
ゃ
れ
に
も
な
ら
な

い
馬
鹿
な
思
い
出
を

国国』』忌国凶臼
0日

0場

時…昭和63年 1月22• 23日
午前 9時～午後 4時

所…農機具センター・農機

具センター横広場

0展示機種… トラクターから小物商

品まで各種農機具

上
甲

勝

あ
と
に
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
、

二
十

日
は
鳥
取
砂
丘
で
す
。

こ
こ
も
三
度
目
で
し
た
が
、
自
然

が
つ
く
り
上
げ
た
悠
大
さ
に
感
心
す

る
ば
か
り
で
す
。

愛
媛
、
兵
庫
、
京
都
、
鳥
取
、
岡
山
、

香
川
、
愛
媛
と
短
い
日
程
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
同
行
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

心
が
―
つ
の
大
き
な
輪
に
な
っ
て
未

来
の
肱
川
農
協
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、

組
合
員
の
皆
様
が
い
つ
い
つ
ま
で
も

健
康
で
豊
か
な
生
活
が
出
来
て
行
き

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

宇
和
川
支
所
長

県
下
農
協
貯
金
一
兆
円
運
動
に
呼

応
し
、
肱
川
農
協
で
も
年
末
特
別
総

ざ
ら
い
運
動
を
実
施
致
し
ま
す
。

今
年
は
台
風
等
の
影
響
も
有
っ
て

農
産
物
の
減
収
と
な
り
各
農
家
に
於

て
は
大
変
厳
し
い
年
で
有
っ
た
事
と

存
じ
ま
す
。
し
か
し
乍
ら
厳
し
い
が

上
に
引
き
し
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

十
二
月
三
十
日
l
-
―
-
+
―
日
は
年

末
総
ざ
ら
い
運
動
で
職
員
が
各
戸
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0
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0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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0

0
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石
県

F
膜
協
貯
金
一
兆
円
必
達
運
動
[

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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0

0

0

0

0
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0
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0

0
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訪
問
致
し
ま
す
の
で
‘
一
兆
円
運
動
を

ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
何
率
ご
協
力

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
ま
す
。

0̂ 

賜
り
ま
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雑
未

[lhl
材

lhl／
長

11ーt
/ 函

喝
忌
喝
喝
惑
息
遠
急

g
g恩
喝
忌
忍
遠
瑶
喝
菜
嘉
鸞
啜
麗

晨
米
に
も
品
種
が
有
る
よ
う
に
晏

底
索
霞
象
隊
窟
睾
蟹
＇
菌
函
窟
麗
歯

将
密
餞
餞
餞
＇
密
函
隊
裂
恩

米
作
り
は
弥
生
時
代
の
頃
ど
、
色
々
あ
っ
て
、
田
の
よ
う
に
、
ど

か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
の
稲
も
大
体
同
じ
と
い
う
よ
う
に
は
な
っ

多
分
そ
の
こ
ろ
か
ら
少
し
で
て
お
り
ま
せ
ん
。

も
多
く
、
そ
し
て
、
う

ま

い

も

っ

と

も

、
こ
れ
が
悪
い
わ
け
で
な

も
の
を
と
い
う
こ
と
で
、
色
々
く
、
木
に
は
木
材
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

と
交
配
を
重
ね
て
、
今

で

は

山

を

守

り

、
肱
川
町
を
災
害
か
ら
守
る

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
始
め
、
多
く

役
割
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め

の
品
種
が
あ
る
こ
と
は
、
ど

に

は

様

々
な
木
が
あ
る
ほ
う
が
、
災
害

な
た
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
に
強
い
と
い
え
ま
す
。

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

林

業

と

し

て

考

え

ま

す

と

、

さ
て
、
同
じ
よ
う
に
、
山
す
べ
て
の
木
が
真
っ
す
ぐ
な
山
と
、
半

の
木
に
も
品
種
が
あ
る
こ
と
分
曲
が
っ
た
山
と
で
は
、
市
場
に
出
荷

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
例
し
た
場
合
、
単
純
に
計
算
し
て

20
％
以

え
ば
、
栗
な
ら
「
岸
根
」

上
の
価
格
差
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
真
っ

「赤
中
」
な
ど
が
あ
り
、
柑
、
す
ぐ
で
同
じ
よ
う
な
木
ば
か
り
の
方
が

>//[/[/>/[[[
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
よ
う
他
の
す
べ
て
の

ユ

に
、

林
業
の
目
的
は
、
真
っ
木
も
柱
材
と
し

—

す
ぐ
で
、
真
円
で
、
色
の
良
て
売
れ
る
わ
け

い
、
欠
点
の
少
な
い
木
を
作
で
す
し
、
問
伐

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
の
遅
れ
た
山
の

'-

ろ
が
、
山
へ
行
っ
て
み
ま
す
よ
う
に
、
太
い

と
、
曲
が

っ
た
木
や
、
ね
じ
木
は
柱
材
が
取

れ
た
木
、
肥
り
す
ぎ
た
木
な
れ
る
が
、
細
い

木
は
足
場
し
か
取
れ
な
い
と
言
っ
た
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り
真
っ
す

ぐ
で
す
か
ら
、
間
伐
は
採
算
に
合
わ
な

い
と
言
っ
た
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

肱
川
町
に
も
こ
う
し
た
苗
木
を
つ
か
っ

た
山
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
お
り
ま
す

が
、
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
は
、
赤

岩
の
駐
在
所
の
と
こ
ろ
の
今
岡
安
盛
さ

ん
の
山
が
あ
り
ま
す
。
先
月
号
の
表
紙

に
も
出
て
お
り
ま
し
た
が
、
国
道
の
す

ぐ
近
く
で
あ
っ
て
、
遠
目
に
も
ほ
か
の

山
と
は
違
う
の
で
す
ぐ
に
わ
か
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
般
用
材
用
挿
し
木
の
品
種
と
し
て

肱
川
町
に
は
シ
ロ
ス
ギ
、

シ
バ

ハ
ラ
、

オ
キ
ノ
ヤ
マ
等
の
品
種
が
入
っ
て
い

ま

す
が
、
詳
し
く
は
又
、
次
の
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
用
い
た

ら、

一
丁
歩

一
千
万
円
も
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

山
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
も
う
す
ぐ
正
月
で
す
が
、
今

年
も
色
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
、
良
い
正
月
を
、
良
い
初
夢
を
見

て
く
だ
さ
い
。

林
・
改
•
金
本
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夏
秋
き
ゅ
う
り
の
土
づ
く
り

今
年
の
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
反
省
を
し

て
、
特
に
、

個
人
差
の
出
る
原
因
は
、

第

一
に
土
づ
く
り
で
あ
る
。

収
穫
期
が
長
く
増
収
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
健
全
な
根
が
深
く
、
広
く
張
っ

て
い
る
。

し
か
も
、
冬
季
の
休
閑
期
を
利
用
し

て
、
家
畜
堆
肥
（
牛
ふ
ん
、
豚
ふ
ん
）

や
、
稲
わ
ら
等
を
施
用
し
、
土
を
深
く

反
転
し
、
土
と
堆
肥
が
よ
く
馴
染
み
完

熟
し
て
い
る
。

水
田
に
お
い
て
は
、
排
水
の
よ
い
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
か
ら
、
排
水
溝

を
完
備
す
る
。

以
上
の
こ
と
が
土
づ
く
り
と
し
て
の

一
環
し
た
作
業
で
す
か
ら
、
冬
季
の
期

間
中
早
目
に
実
施
す
る
。

次
に
、
速
成
堆
肥
の
作
り
方
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

堆
肥
の
材
料
は
、
ワ
ラ
、
カ
ヤ
、
ヨ

シ
な
ど
の
乾
草
を
切
断
す
る
。

次
に
、
乾
草
一

t
に
対
し
、
水
を
一――

百
ー
四
百
l
ぐ
ら
い
で
湿
ら
す
。

次
に
、
消
石
灰
（
百
認
）
を
石
灰
水

（
水
―
―
―
千
[
)
を
五
十

cm
ぐ
ら
い
に
堆

積
し
石
灰
水
を
か
け
、
順
次
堆
積
し
て

七
し
十
日
仮
積
み
す
る
。

さ
ら
に
、
本
積
み
と
し
て
、
硫
安
を

十
五
ー
ニ
十
kg
を
混
ぜ
て
堆
積
す
る
。

さ
ら
に
、
一
ー
ニ
回
切
り
返
し
て
完

熟
さ
せ
る
と
よ
い
。

肱川町産米出荷量及冒已:[9間言罰
和 62年 の 気 象 （大洲消防署調） 栽

喜[I1[lI言］［冒鳳[[I言冒筐冒鳳！

年
-60-61-62

年
一
年
一
年

昭

目

均気温
度）
禾―葺

水

稲

野

堆
積
す
る
と
き
は
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
で
被
覆
す
る
。

乾
草
一
ー
ニ

t
の
材
料
で
作
っ
た
堆

肥
を

一
0
a
当
た
り
施
用
す
る
と
よ
い
。

な
く
、
ま
た
出
穂
後
の
低
温
、
日
照
時

問
が
短
か
い
た
め
に
登
熟
が
悪
く
、
品

質

・
収
量
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

ま
た
、
ウ
ン
カ
や
食
葉
害
虫
の
大
発

生
、
二
度
の
台
風
に
よ
る
倒
伏
と
長
雨

に
よ
る
被
害
が
影
響
し
た
。

．

し
か
し
、
土
づ
く
り
に
努
め
、
肥
培

管
理
を
適
正
に
し
た
水
田
で
は
、
平
年

並
の
収
量
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
か
ら
土
づ
く
り
に
努
め
て
、
水
稲

栽
培
の
基
本
技
術
を
励
行
し
て
、
良
い

米
を
安
定
し
て
収
穫
で
き
る
よ
う
に
、

品
種
・
施
肥
・
病
害
虫
防
除
・
収
穫
時

期
等
を
検
討
し
、
栽
培
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。果

樹

の

管

理

栗
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

肱
川
町
の
栗
に
お
い
て
も
、
今
年
は

カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
被
害
が

多
発
し
て
お
り
、
ひ
ど
い
園
で
は
枯
死

し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
休

眠
期
に
お
い
て
の
防
除
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
時
期
は

12
月
中
旬
か
ら

1

月
中
旬
で
す
の
で
、
ま
だ
防
除
し
て
い

な
い
園
で
は
、
早
急
に
行
っ
て
下
さ
い
。

薬
剤
は
、
マ
シ
ン
油
乳
剤
の
25
倍
で
す
。

そ
の
際
に
、
密
植
圏
で
は
薬
剤
が
十
分

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
縮
間
伐
を
防
除

す
る
前
に
行
っ
て
下
さ
い
。

土
壌
改
良

栗
栽
培
に
お
い
て
は
、
収
量
の
増
大

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
土
壌

改
良
と
い
う
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
家
畜
糞
尿
等

の
有
機
物
を
12
し
1
月
に
投
入
し
ま
し
ょ

う
。
種
類
と
し
て
は
ケ
イ
フ
ン

(
1
0
a

当
り
200kg)

等
で
す
。

ユ

ズ

防

除

冬
期
の
防
除
と
し
て
、
マ
シ
ン
油
乳

剤

(50
倍
）
の
散
布
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
ハ
ダ

ニ
や
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
に

有
効
で
す
。
特
に
、
ハ
ダ

ニ
に
つ
い
て

は
、
夏
期
防
除
と
あ
わ
せ
て
体
係
的
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
期
に
つ
い
て
は
、

12
月
中
旬
ー

1

月
中
旬
で
、
厳
寒
期
は
避
け
て
下
さ
い
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

防

除
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
も
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
が
発
生
し
て
い
る
園
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
マ
シ
ン
油
乳
剤

(15
倍
）
を
散
布
し
て
下
さ
い
。
発
生

国
に
つ
い
て
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
発

生
す
る
の
で
場
所
を
把
握
し
て
い
ね
い

に
散
布
し
て
下
さ
い
。

せ
ん
定

せ
ん
定
は
、
落
葉

し
た
ら
直
ち
に
始
め
芽花

て
下
さ
い
。
キ
ウ
イ

g実充＜
 

は
、
他
の
果
樹
と
比

ベ
樹
液
の
流
動
開
始
よ

が
早
い
の
で

1
月
中

に
せ
ん
定
を
終
え
て

5

下
さ
い
。
そ
の
際
、
廷を

よ
く
充
実
し
た
花
芽
匹

を
も
つ
枝
を
結
果
母

5

枝
を
残
す
よ
う
に
し

5実

て
下
さ
い
o

充

結果跡（果梗）

結果母枝（種枝）

来
年
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

4
日
（
月
）

12
日
（
火

22
日
（
金
）

小
藪
．
汗
生

5
日
（
火
）

20
日
（
水
）

予

子

林

7
日
（
木
）

26
日
（
火
）

正
山

・
中
居
谷
1
1
日
（
月
）

25
日
（
月
）

岩
谷
・
月
野
尾
16
日
（
土
）

30
日
（
土
）

中
津
・
小
倉

18
日
（
月
）

大
谷
・
肱
栄

1
月
L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

1
月
16
日
（
土
）
小
藪
岩
谷
方
面

(15
日
金
曜
日
祭
日
の
た
め
）

1
月
22
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
日

1
月
7
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
12
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
13
日
（
水
）
岩
谷
地
区

1
月
14
日
（
木
）
大
谷
地
区

1
月
1
9
日
（
火
）
月
野
尾
小
藪
方
面

1
月
20
日
（
水
）
中
津
予
子
林
方
面

1
月
21
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
26
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
勿
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
28
日
（
木
）
大
谷
地
区
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肱
川
町
文
化
協
会
が
、
十
一
月
十
六

日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
で
は
現
在
、
三
十
を
越
え
る

文
化
サ
ー
ク
ル
が
熱
心
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
公
民
館
の
講
座
か
ら
は
じ
ま
っ

た
も
の
、
自
主
的
な
営
み
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
地
区
の
伝
統

行
事
と
し
て
育
っ
て
き
た
も
の
。
公
民

館
で
、
分
館
で
、
集
会
所
で
、
地
域
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
お
互
い
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
や

伝
統
芸
能
等
の
お
互
い
の
活
動
の
交
流

を
進
め
て
、
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
内
の
文
化
活
動
を
さ
ら
に
振
興

さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
三
十
四
団
体
の
代
表
者
を

は
じ
め
、
構
成
員
の
方
々
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
盛
大
に
出
発
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
残
り
の
三
ヶ
月
で
文
化

講
演
会
、
展
示
部
門
発
表
会
、
文
化
芸

能
部
門
発
表
会
を
中
心
に
活
動
を
進
め
、

来
年
度
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
心
に
ゆ
と

り
を
、
生
活
に
う
る
お
い
を
の
考
え
に

立
ち
、
心
の
豊
か
な
人
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

又
、
町
内
に
は
文
化
サ
ー
ク
ル
だ
け

で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル
や
い

ろ
い
ろ
な
団
体
活
動
が
あ
り
ま
す
。
町

民
の
み
な
さ
ん
が
、
何
か

―
つ
の
活
動

に
参
加
し
、
み
ん
な
の
手
で
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
年
度
の
文
化
協
会
の
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

会
長
河
野
美
治
(
-
―
一
弦
・
書
道
）

副
会
長
宮
田
徳
福
（
鎮
縄
神
楽
）

”
山
下
博
（
予
子
林
吟
詠
会
）

監
事
沖
浦
賢
嗣
（
正
山
吟
詠
会
）

”

藤

井

里

美（
中
央
民
踊
輪
の
会
）

理
事
（
十
二
名
）

谷
本
一
敏
（
つ
り
は
し
川
柳
会
）

肱
川
町
文
化
協
会
設
立

広
げ
よ
う
交
流
の
輪
／
．

［文化サークルの誕生」

絵画グループ 肱水会

今
年
度
公
民
館

で
は
、
公
民
館
講

座
と
し
て
“
絵
画

教
室
”
を
七
月
十

一
日
か
ら
始
め
て

き
ま
し
た
。
講
師

は
、
肱
川
中
学
校

の
加
洲
与
理
雄
先

生
で
す
。

水
彩
画
と
油
絵

の
コ
ー
ス
と
し
、

静
物
に
取
り
く
ん

だ
り
、
小
田
深
山

ヘ
写
生
会
に
出
掛

け
る
な
ど
十
回
の

講
座
が
こ
の
程
終

了
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
十
二
月

二
日
に
、
絵
画
ク

ラ
プ
“
肱
水
会
”

と
し
て
発
足
し
ま

松
原
重
徳
（
大
谷
文
楽

東
政
満
（
鎮
縄
神
楽

松
本
金
次
郎
（
詩
舞
）

藤
井
正
（
肱
川
カ
ラ
オ
ケ
）

西
谷
義
明
（
大
谷
吟
詠
）

森
本
恒
雄
（
中
央
吟
詠
）

上
甲
芳
幸
（
予
子
林
囲
碁
）

安
川
武
志
（
肱
川
写
友
会
）

中
野
文
雄
（
健
康
体
操
ク
ラ
プ
）

岩
田
勲
（
え
び
ね
会
）

上
甲
文
子
（
大
谷
大
正
琴
）

事

務

局

公

民

館

し
た
。こ

れ
か
ら
の
活
動
は
、
月
二
回
・
隔

週
の
水
曜
日
、
午
後
七
時
―
―-
0
分
か
ら

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

昭
和
六
十
―
―
一
年
は
一
月
十
―
――
日
か
ら

で
す
。
ク
ラ
プ
に
加
入
し
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
、
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま

す。
＇
会
長
・
又
は
公
民
館
へ
ご
連
絡
下

さ
る
か
、
直
接
、
活
動
の
日
に
お
出
か

け
下
さ
い
。

役
員
は
次
の
と
お
り

会

長

冨

永

新

一

事

務

拷

本

好

勝

会

計

兵

頭

幸

子

顧
問
加
洲
与
理
雄
（
肱
中
教
諭
）

監

事

万

願

寺

亀

次

”

兵

頭

富

子

-.munun .. 
nu--
．．
 
nu-
＝.m
.
e
u
m
 .. n
 .. n
u
m
.
5
9
:
m
u
n
 .. 
-＝
 
... ，-
m
 .. n
 
.. n.u .. 
onun.m.eEm .. u
m
 .. 

コ
ぶ
国
一国
国
刃
一

ハ
テ
・
な
ぜ
だ
ろ
う
の
物
理
学
I
.
I
I

J

・
ウ
ォ
ー
カ

ー

数

学

が

わ

か

る

話

岡

部

恒

治

物
理
と
化
学
な
る
ほ
ど
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

飛

岡

健

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
講
演
録
石
原
純

気

象

歳

時

記

高

橋

浩

一
郎

え
ひ
め
人
そ
の
風
土
愛
媛
放
送

サ

ラ

ダ

記

念

日

俵

万

智

塀
の
中
の
懲
り
な
い
面
々
安
部
譲
二

塀

の

外

の

男

と

女

た

ち

”

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
上
・
下
）村

上

春

樹

大
人
の
時
間
（
上
・
下
）
五
木
寛
之

寝
台
特
急
六
分
間
の
殺
意

西
村
京
太
郎

き
み
は
中
学

一
年

生

君

和

田

和

一

先

生

、

聞

い

て

く

れ

久

保

田

聡

朝
日
旅
の
百
科

(
1
ー
39)
朝
日
新
聞

地
球
大
紀
行

(
1
ー
5

)

N

H

K
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山
槌
部
落
（
名
荷
谷
の
大
成
、
谷
内
、

赤
岩
）
の
谷
内
の
ク
ヨ
ウ
ノ
ハ
ナ
と
言

う
と
こ
ろ
に
部
落
で
お
ま
つ
り
し
て
い

る
山
槌
神
社
が
あ
る
。
部
落
名
を
山
槌

と
し
た
の
も
、
こ
の
神
社
に
あ
や
か
っ

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
五
十
年
前
（
は
っ
き
り
は
し
な

い
。
）
位
ま
で
は
、
春
と
秋
の
年
―
一
回
不

定
期
で
は
あ
っ

た
が
祭
り
が
行

□
い[[一」

祭

そ

れ

も

田

休

み

⑳
)
 

⑱

の

日

に

山

槌

神

函

大

□戸
/
[

⑲

社

ぉ

こ

も

り

を

して
い
る
だ
け
と

＠

神

な

っ

て

し

ま

っ

宮
槌
三
／
‘
或

珍
山
〗
二
〗
い

□
〗
い
[

祭
り
を
し
て
い

な
い
の
で
、
百
年
祭
を
や
っ
て
は
ど
う

か
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、
総
ご
も
り

で
も
や
っ
て
は
』
と
の
発
言
が
あ
り
、

『
よ
か
ろ
う
』
と
の
賛
成
者
も
出
て
、

部
落
常
会
で
や
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ

の
日
時
は
、
山
槌
神
社
の
祭
例
の
日
が

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
七
年
前
に
植

え
た
神
社
周
囲
の
桧
も
大
分
太
っ
た
か

ら
、
枝
打
ち
を
し
て
、
山
を
き
れ
い
に

し
て
、
そ
の
時
に
、
と
話
が
き
ま
り
、

去
る
十
一
月
十
五
日
に
行
っ
た
の
で
あ

る。
百
年
祭
と
銘
打
つ
以
上
、
何
か
根
拠

を
は
っ
き
り
し
な
い
と
、
い
う
人
も
出

て
来
て
種
々
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
次
の

事
が
わ
か
っ
て
来
た
。

一
、
当
時
の
庄
屋
で
あ
り
、
管
理
者
で

あ
る
二
宮
七
郎
氏
に
よ
り
、
土
地

を
譲
り
受
け
た
の
が
明
治
二
十
四

年
で
、
こ
の
時
か
ら
現
在
ま
で
は

九
十
六
年
で
あ
る
。

一
、
棟
札
を
調
べ
る
と
、
一
枚
は
天
保

十
二
年
で
、
こ
の
時
か
ら
一
四
五

年
で
あ
る
。

も
う
一
枚
に
は
天
明
二
年
と
あ
る

の
で
、
こ
の
時
か
ら
だ
と
二

0
五

年
に
な
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
百
年
祭
と
言
う

の
は
根
拠
が
な
い
の
で
、
た
だ
、
大
祭

と
い
う
の
が
良
か
ろ
う
と
部
落
長
の
拶

挨
も
そ
の
様
に
し
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
っ
大
事
な
事
が
わ
か
っ
た
の

は
、
あ
の
神
社
の
中
に
あ
る
二
つ
の
社

殿
は
、
一
っ
は
一
宮
神
社
（
棟
札
に
は
、

市
宮
と
あ
る
）
―
つ
は
、
山
積
神
社
と

あ
る
。
そ
こ
で
山
槌
神
社
に
ま
つ
ら
れ

て
い
る
神
様
は

大

山

積

の

神

句

句

能

知

命

豊

年

気

姫

命

国

狭

槌

命

水
波
女
命

の
五
柱
の
神
々
で
あ
る
。

古
事
記
（
天
明
天
皇
の
和
銅
五
年
、

西
歴
七
―
二
年
に
作
ら
れ
た
書
物
）
に

よ
る
と
、

日
本
の
国
を
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

イ

ザ

ナ

ギ

ノ

ミ

コ

ト

イ

ザ

ナ

ミ

ノ

ミ

n
卜

伊
耶
那
岐
命
、
伊
耶
那
美
命
の
子
で
、

オ

オ

ヤ

マ

ッ

ミ

大
山
津
見
の
神
（
山
の
神
）

ク

ク

ノ

チ

久
久
能
智
の
神
（
木
の
神
）

ミ

ズ

，

ノ

メ

蒲
都
波
能
賣
の
神
（
水
の
神
）

孫
の

ト

キ

ウ

ケ

ヒ

メ

豊
宇
気
昆
賣
の
神
（
穀
物
の
神
）

カ

ヤ

ノ

ヒ

メ

大
山
津
見
と
鹿
屋
野
比
賣
（
野
の
神
）

の
子
の

國
の
狭
土
の
神
（
土
の
神
）

と
言
う
こ
と
に
な
る
。

四
柱
の
神
は
、
山
積
が
山
津
見
、
句

句
能
知
が
久
久
能
智
、
豊
年
気
姫
が
昆

賣
、
國
狭
槌
が
國
の
狭
土
と
な
っ
て
い

る
が
、
同
じ
神
で
あ
る
こ
と
は
問
違
い

な
か
ろ
う
。
水
波
女
命
は
字
が
大
変
違

う
が
、
「
み
づ
は
の
め
」
と
読
め
、
山
、

木
、
土
、
穀
物
、
水
と
す
れ
ば
、
こ
れ

も
同
じ
神
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

山
積
が
山
槌
と
な
っ
た
の
は
、
何
時

で
、
何
故
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

一
、
「
山
づ
み
」
ー
ー
が
言
い
っ
た
え

て
い
る
内
に
、
な
ま
っ
て
「
山
づ

ち
」
に
な
っ
た
と
言
う
。

一
、
山
積
神
社
で
は
あ
る
が
、
大
三
島

の
大
山
積
神
社
に
対
し
て
恐
れ
大

い
の
で
、
よ
く
似
た
山
槌
に
し
た
。

/ cv9-へ9⑳ -9999-
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1月の日曜・祝日当直医

日 当直医 電話

1日（金） 肱川医院（大洲市菅田） 25-2915-. ．．----—ー・ 0 -• • • ・．・. ・ ・ ・ ・ ・ ・.・.・・・ ・ ・, ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ▼ -—-’”•. • --•・ ．—-ー“_.・ー··・ ・ ・ ・ ・ ・．ー・・ ・ ・ ・・・・ 
堀川医院（内子町） 43-0555

2日（土） t 三 瀬医院伏洲市八多喜） 26-0003----．... • ----• ---·—· -----'—· ▼ ・ ＿ ＿囀囀—----・ --・ -＇---.．--------·—· ・ ・ ・ ・ • ・ -’’’’’--• ----• • • • • • 

宝来医院（内子町） 44-2248

3日（日） t 町野医院（大洲市森山） 27-0002.... • ----...• --．．0 - • ---------* ---—· ・ ・ ・ -------—· ・ ·—·ー ・ ・· • ・ ・ ▼ --------....• -----• 
小川医院（内子町） 44-2815

10日（日） 岡部クリニック（大洲市片原町） 24-4375 
• * • ---• ----• ----------• • • ---• • -• • • • • • • • • •—· • -・ -• ---------• --.......• ---..．---------

、 古）II 医院（内子町） 44-2407

15日（金） 安逹医院（大洲市中町2)I 24-2535 
• 0 • •—· • • -—· ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ -・ ---—· ・ ・ ・ー・'---• ▼ -------・ • -・ ・ • • ・ ·—· ——· --・ --＊ ＊ -• --＊ ＊ ・ • • • -------

町田医院（内子町） 43-0211

17日（日） t 城戸眼科医院伏洲団茄町1)24-3008 ー・・・・・・----------------------------・・・·—· ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・ • ・ ·’—· ・ • ・ー・・・”・ • • • ----• -• 
成田医院（内子町大瀬） 47-0061

24日（日） t 鎌田産婦人科医院は洲市末旗TI)I 24-2753 • -----• ------• ---• ・ • • ・ ・ _...．・・. ・ • .・•..・．．.・ー-_.―・________.._・----・＿•．.．·．・ ．·.——— ． ·

松浦医院（五十崎町） 44-2776

31日（日） | 藤本外科医院（大洲市中町2)I 24-231 o • --• -------•—·ーー・・＿＿ ＿．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．・ -．．．．．·••.．•一 ．_一ー' · ー •.,—-一・一・·—・•・ • -．* ・ •. 
藤本医院（五十崎町） 44-2561

窃匈R§笛 四 (12)

⑥不用犬回収日

▽日時1月12日凶

午前9時まで

月責 八 肖] 月
28 27 22 21 14 
日 日 日 日 日

日（木） （水） 倹） （木） （木）

正 i | •. 牙f .:19I、: ー大 場
UJ 生 谷 栄 ＾ ロヽヽ

立ヽ 集 立ヽ 其 乙ヽ
L心 会 L心 会 L心

所食点 I i/i— 角官 I i/j・ 釘官

後午 午前 時

時2 時11 0 
間

午
後

1
時
＼

1
月
7
日

困

一
俣
碑
七

ン
タ

ー
一

2
時

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

月

斤-F 

易士

日
＿

受
付
時
間

⑥
乳
児
健
康
診
査

＿午
前

9
時

1

9
時
30
分

1
月
19
日

因

一
煤
健
七
ン
タ
ー

月

日

＿
場

所

一
受
付
時
間

⑥
ム
シ
歯
予
防
教
室

日。
C
X四

※変更になる場合がありますので前もって

連絡してからお出かけ下さい

救急病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
大洲市立病院 24-2151 

（大洲市大洲）

水 加 戸 病 院 24-5101 
（沐：洲市若宮）

木～日 大洲中央 病院 24-4551 
（大洲市束大洲）

平常通り行いま

1 1 相
月 月

20 5 談

日 日

（水） 伏） 日

萬福 宮福 担

願島 田田 当

寺 春
相

睦 談

江夫 静保 員

⑥
l
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月

16
日
山

（
出
す
の
は

1
月

15
日
中
）

▽
収
集
地
区
大
谷
・
小
畑
井
・
萩

野
尾
・
汗
生
・
小
薮
．
肱
栄
・
大

和
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
鹿

野
川

面

■ご
璽
玉
閾

⑥
行
政
相
談

▽
日
時

1
月

5
日
凶

午
後

1
時
30
分
＼
午
後

4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
（

6
三
四
ー
ニ
五

0
八
）

Ill
==
111-
＝＝111=
＝111=
＝111-
＝-lll
=
＝111
-＝-111=
＝111==111=＝=111-
＝-lll-
――-111-
＝-111==111--
＝＂ 

ご
用
始
め

▽
窓
口
事
務
（
戸
籍
関
係
）

12
月
2
8
日
向

す
。

12
月

29
日

1
1
月

3
日
は
休
み
ま

す
。

1
月

4
日

同

平

常

通

り

行

い

ま

す
。

※
印
鑑
証
明
・
戸
籍
の
謄
抄
本

や
住
民
票
は
、
休
み
期
間
中
は
発

行
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方

は
お
早
め
に
お
と
り
下
さ
い
。

※
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
•
そ
の

他
の
届
出
は
、
宿
日
直
者
が
受

）
の
間
は

休
み
で
す

▽
場
所

1 1 12 12 
月月 月月
4 3 29 28 
日日 日日
（月）（日）(:)()（月）

| 1 

▽
時
間

午
後

1
時
30
分
＼
午
後

4

時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

⑥
心
配
ご
と
相
談

電線近くでの

タコあげは危険です

たこが電線にひっかかっ

たときは、自分でとらない

ですぐ四国電力鹿野川営業

店に知らせてください。

電話34-2200

瓜
生
谷

里ク
界／

地

小
川
武
頼
さ
ん

(79
オ）

堀
内
ハ
ナ
ミ
さ
ん(84

オ）

心
温
ま
る
寒
中
見
舞

ご
用
納
め

年
末
・
年
始
の
役
場
の
仕
事
は

次
の
と
お
り
で
す
。

⑥
年
末
年
始
の

役
場
事
務
案
内

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

け
つ
け
し
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
内
容
を
連
絡
し
て
か

ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

通
商
産
業
省
で
は
工
業
統
計
調
査

及
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
存
f

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業
を
営

む
事
業
所
に
は
、
年
末
年
始
に
か
け

て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

〇
調
査
員
は
松
本
隆
寿
さ
ん
で
す
。

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
毎
日
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
親
せ
き
や
友
人
な
ど
、

日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
方
々

へ
、
寒
中
見
舞
を
お
出
し
に
な
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

受
け
取
っ
た
方
に
、
き
っ
と
温
か
さ

を
お
届
け
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
末
や
年
始
の
あ
わ
た
だ

し
さ
の
中
で
、
年
賀
欠
礼
を
さ
れ
た

方
は
、
近
況
報
告
を
か
ね
て
寒
中
見

舞
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

*

＊

*

＊

*

*

 

＊

＊

 

＊
 

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

無事故でつなごう

ゆく年くる年

ー飲酒運転の追放一

年末年始の交通安全県民運動

昭和62年12月21日～昭和63年 1月10日
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